
p.12022.7.7瀬戸内町瀬戸内町グランドデザインの策定について

概要

瀬戸内町グランドデザイン
（2050年の将来像、計画イメージ）

瀬戸内町長期振興計画
（令和元年～令和10年）

各種計画、大綱等
（事業、管理、戦略等の個別計画）

委託業務

統計情報
収集、各種
計画整理

町民のみな
さんからの
意見聴取

中高生を
対象とした
未来ワーク
ショップ

有識者委
員会、説明
会開催

⑤ セミナー、業務を通じた人材育成

（行政職員と受託者が協働）

① ② ③ ④

一
体
化
、
効
率
化

効率化検討

分析、評価

本案策定

今後も輝く瀬戸内町

町民が、将来にわたって

誇りを持てる瀬戸内町を

目指すべく、長期的視点

で町の将来像（グランド

デザイン）をとりまとめ。

町の長期振興に向けて

◎少子高齢化や気候変動

対策など、地域課題の

解決を促進（各種計画

の効率化検討）

◎産業を振興し、地域の

経済が持続可能な形で

活性化する方策を検討

◎長期的な視点で戦略的

に人材育成を推進

（令和５年度）

骨子策定
（令和４年度）



p.22022.7.7瀬戸内町グランドデザイン策定の考え方

考え方

将来像をもとに今を見つめる

地域の課題を考える
少子高齢化、気候変動、産業の就業

者減少、交通インフラ・・・

地域の可能性を認識する
水産資源、美しい海、広い山林、

オープンな住民、自由な風土・・・

※外部の視点を活用

経済

社会 環境

瀬戸内町

（エネルギー）

海に注目して持続可能な経済を
成立 （地域循環共生圏の実現）

※バックキャスティングの手法

※

瀬戸内町グランドデザイン
（2050年の将来像、計画イメージ）

瀬戸内町のあるべき姿（将来像）を

描き、そこに到達するために今何を

すべきか？ 社会、経済、環境の視

点から検討し総合化。

「人
と
海
と
脱
炭
素
で
輝
く
瀬
戸
内
町
」

（2022年の今）

策
定
イ
メ
ー
ジ
（
例
）

※気候変動に対応する脱炭素や、

循環型経済の構築など、世界の

潮流や日本の置かれる位置づけ

を念頭に検討を進める。（識者に

よるセミナー等も開催）



p.32022.7.7瀬戸内町協力のお願い

お願い

アンケートやヒアリング等にご協力を

◎グランドデザイン策定は、７月から本格的に着手

◎今年度、関係者ヒアリング、町民アンケート、未来ワークショップ等を実施

◎町民説明会や有識者委員会においても意見聴取を行う予定

７月 ８月 ９月 １１月 ３月

産業等関係者から
のヒアリング

未来ワークショップ
（中高生対象）

１２月

町民アンケート 町民説明会 事業報告会

令和４年 令和５年

有識者委員会 有識者委員会 有識者委員会

今年度のスケジュール （案）


